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当
然
あ
る
。

新
路
線
と
し
て
、
橿
原
神
宮

発
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ま
で
の
経
由

は
、
あ
り
得
る
の
か
。

当
然
検
討
課
題
で
あ
る
。
１

つ
の
自
治
体
だ
け
で
交
通
政
策
を

決
め
る
の
は
厳
し
い
時
代
で
あ
り
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
が
と
れ
る
仕

組
み
を
考
え
た
い
。

橿
原
市
も
１
つ
の
地
域
の
集

合
体
で
あ
り
、
や
は
り
解
決
し
て

い
く
立
場
で
臨
ま
な
い
と
い
け
な

い
。
１
，
０
０
０
筆
の
署
名
が
市

長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人

達
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
県
営
住
宅
で
の
孤
独

死
の
問
題
、
高
齢
者
が
買
い
物
や

病
院
に
行
け
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
る
中
で
、
バ
ス
が
通
る
と
い
う

こ
と
は
、
生
き
る
希
望
に
も
繋
が

る
。
こ
の
人
た
ち
の
声
に
、
ど
の

よ
う
に
応
え
る
つ
も
り
か
。

１
，
０
０
０
名
の
方
の
要
望

書
等
は
大
き
な
判
断
材
料
に
な
る

が
、
県
住
だ
け
に
通
せ
ば
済
む
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
社
会
情
勢

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
大
き
な

視
野
で
取
り
組
み
、
持
続
で
き
る

よ
う
な
交
通
路
線
つ
く
り
た
い
。

市
長
に
聞
き
た
い
。
交
通
弱

者
に
向
け
て
の
希
望
が
持
て
る
言

葉
は
な
い
の
か
。

25
路
線
45
系
統
の
中
で
、
廃

止
路
線
の
話
も
出
た
が
、
多
く
の

路
線
は
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
木
か
ら
十
津
川
、
大
淀
、
川
上

ま
で
の
線
等
、
八
木
出
発
で
あ
り

本
市
が
起
点
で
あ
る
。
奥
の
郡
部

に
と
っ
て
は
、
路
線
が
な
く
な
る

と
、
公
共
交
通
機
関
は
全
く
な
く

な
る
。
公
共
交
通
網
と
し
て
の
本

市
の
役
割
か
ら
、
本
市
が
負
担
に

つ
い
て
切
り
出
し
、
路
線
が
残
る

こ
と
に
な
っ
た
。
市
内
に
も
空
白

地
域
も
あ
る
が
、
公
共
交
通
網
の

中
に
入
ら
な
い
お
そ
れ
も
あ
る
と

い
う
こ
と
は
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

八
木
駅
北
駐
車
場
駐
輪
場

６
月
の
都
市
開
発
特
別
委
員

会
で
、
近
鉄
八
木
駅
北
側
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想
案
が
出
さ
れ
、

そ
の
中
の
「
魅
力
あ
る
駅
空
間
の

創
造
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、

駅
前
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
っ

て
い
る
駐
車
場
の
解
体
撤
去
を
行

う
と
い
う
基
本
方
針
案
が
示
さ
れ

た
。
要
は
近
鉄
八
木
北
駐
車
場
を

解
体
撤
去
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
３
つ
問
題
が
あ
る
。
１

つ
は
利
用
者
の
問
題
で
、
解
体
撤

去
し
た
場
合
の
代
替
の
駐
車
場
、

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
何
も
考
え
て

い
な
い
。
平
成
25
年
度
の
八
木
駅

北
駐
車
場
駐
輪
場
の
１
日
平
均
の

利
用
者
数
は
。

１
日
当
た
り
の
平
均
と
し
て
、

車
は
一
時
預
か
り
３
２
４
台
、
月

極
め
27
台
、
単
車
は
一
時
預
か
り

26
台
、
月
極
め
１
８
８
台
、
自
転

車
は
一
時
預
か
り
１
５
２
台
、
定

期
預
か
り
７
１
１
台
で
あ
る
。

相
乗
り
の
方
も
含
む
と
１
日

約
１
，
５
０
０
人
が
利
用
し
て
お

り
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
施
設

で
あ
る
。
市
内
で
利
用
者
が
１
日

平
均
１
，
５
０
０
人
を
超
え
る
施

設
は
他
に
あ
る
の
か
。

八
木
駅
北
以
上
の
駐
車
場
は

な
い
。２

つ
目
の
問
題
点
は
財
政
面

で
あ
る
。
平
成
25
年
度
の
駐
車
場

会
計
の
収
支
の
黒
字
額
は
４
，
６

０
０
万
円
で
、
こ
の
内
、
八
木
駅

北
の
黒
字
分
は
４
，
２
０
０
万
円

で
あ
る
。
黒
字
分
は
一
般
会
計
に

繰
出
さ
れ
、
八
木
駅
北
駐
車
場
の

利
益
が
一
般
会
計
を
潤
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
木
北
は
、
駐
輪
場
も
黒

字
で
、
八
木
北
立
体
駐
車
場
全
て

で
６
千
万
円
の
黒
字
を
毎
年
計
上

し
て
い
る
。
こ
の
建
物
を
壊
す
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。

　

３
つ
目
の
問
題
点
は
事
業
方
針

で
あ
り
、
平
成
23
年
度
の
行
政
評

価
に
は
、
駐
車
場
事
業
の
今
後
の

方
向
性
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
「
路
上
駐
車
の
抑
制
に
よ
り

駅
周
辺
地
域
の
渋
滞
緩
和
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
は
公
共
性
の
高

い
事
業
で
あ
る
。
同
時
に
当
事
業

を
維
持
継
続
し
て
い
く
た
め
に
収

益
の
増
加
を
図
り
、
今
後
も
長

期
に
わ
た
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い

く
」
と
あ
る
。
平
成
25
年
度
も
ほ

ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
解
体
と

な
る
と
こ
の
方
針
と
矛
盾
す
る
こ

と
に
な
る
が
。

八
木
駅
北
駐
車
場
駐
輪
場
が

大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。
八
木
駅
北
再
整
備

に
向
け
調
査
検
討
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
駅
前
と
い
う
地
理
的
条
件

な
ど
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
観
点
か
ら
公
・
民
の
役
割
を

検
討
し
た
い
。

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
駐
車
場
を
解
体
し
よ
う
と
す
る

の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
公
の

役
割
と
は
、
ど
う
い
う
役
割
か
。

現
在
あ
る
駐
車
場
の
実
態
、

利
用
状
況
等
を
加
味
し
な
が
ら
、

八
木
駅
北
を
再
整
備
に
よ
る
駐
車

場
の
需
要
等
を
研
究
・
検
討
す
る

上
で
、
公
の
役
割
は
重
い
。

解
体
あ
り
き
で
は
話
に
な
ら

な
い
。
行
政
評
価
で
は
「
維
持
し

て
い
く
」
と
あ
る
の
に
、何
故
「
解

体
」
と
な
る
の
か
。
基
本
構
想
案

を
白
紙
撤
回
し
、
新
た
な
基
本
構

想
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

白
紙
撤
回
す
る
つ
も
り
は
な

い
。

代
替
の
駐
車
場
も
決
め
ず
解

体
す
れ
ば
違
法
駐
車
が
溢
れ
る
と

思
う
が
。

駐
車
・
駐
輪
場
を
作
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
付
近
の

駐
車
場
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
上

で
、
民
・
公
の
役
割
を
整
理
し
た

い
。

代
替
は
ど
こ
を
考
え
て
い
る

の
か
。公

の
土
地
だ
け
で
な
く
周
辺

の
土
地
所
有
者
と
話
し
合
い
を
し

た
上
で
、
全
体
の
整
備
計
画
を
作

り
た
い
。
現
時
点
で
は
位
置
は
答

え
ら
れ
な
い
。

八木駅前北駐車場
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